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アクセサリデコーダ（ポイント⽤）
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プログラムジャンパー
（アドレス書込時ショート）
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３線コイル式ポイントマシン接続方法
（KATO固定式・旧TOMIX3線式ほか）

直流２線コイル式ポイントマシン接続方法
（KATOユニトラック・TOMIXファイントラックほか）
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回路Ａ
「ｔ」制御表示灯

回路Ｂ
「ｔ」制御表示灯

線路電源
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【注意】

本回路の電源電圧は
DCC信号を整流した１２Ｖと
３端子レギュレータ出力５Ｖの２種類があります。
接続先を間違えないように注意してください。
（１２Ｖはコマンドステーションにより７～２２Ｖ程度に変化します。）

またポイント切り替え時は瞬間的に大電流が流れますので
整流回路とＦＥＴ回路は太めの電線で配線するように配慮すると
良いと思います。

回路Ａ
「ｃ」制御表示灯

回路Ｂ
「ｃ」制御表示灯
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【改訂履歴】

2009.10.17 Sch.Ver1.2　R6を4.7Kから680Ωに変更。
（フォトカプラ応答性の改善）

2009.11.03 Copyright表記訂正

FET Bridge refer from T.Shimizu
http://www.dokidoki.ne.jp/home2/tohrus/marklin.html

Copyright(Ｃ) Nucky 2008-2009  http://www4.ocn.ne.jp/~nucky/


